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７
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跡
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木
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土
遺
構
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要

東
浅
香
山
遺
跡
は
、
大
阪
市
と
の
境
界
に
近
い
堺
市
の
北
東
端
に
位
置
し
、

旧
光
竜
寺
川

（現
在
の
光
竜
寺
川
は
昭
和
三
〇
年
代
に
遺
跡
東
側
に
付
け
替
え
ら

Ｏ
ｍ
、
面
積
に
し
て
約

一
三
ｈａ
の
広
大
な
範
囲
を
占
め
る
。
発
掘
調
査
は

一
九

九
三
年
度
か
ら
九
七
年
度
に
か
け
て
堺
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
縄
文
時
代

の
石
器
類
か
ら
江
戸
時
代
の
陶
磁
器
類
に
至
る
多
岐
に
わ
た
る
遺
物
が
出
上
し

た
。
特
に
弥
生
時
代
の
遺
物
は
、
多
量
の
石
鏃
を
は
じ
め
、
打
製
石
剣
や
石
庖

丁
な
ど
の
豊
富
な
石
器
類
が
出
土
し
、
堺
市
内
の
弥
生
時
代
を
考
え
る
上
で
、

貴
重
な
資
料
を
提
供
し
た
こ
と
で
特
筆
さ
れ
る
遺
跡
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
碁
婆
類
で
、　
一
九
九
六
年
度
調
査
の
Ｇ
十
三
調
査
地

区
の
東
端
に
お
い
て
、
旧
光
竜
寺
川
の
流
路
の
西
肩
付
近
に
形
成
さ
れ
た
淵
状

遺
構
最
下
層
の
暗
灰
色
粘
土
層
ょ
り
出
土
し
た
。
こ
の
淵
状
遺
構
は
径
約

一
一

ｍ
前
後
を
測
り
、
東
側
は
江
戸
時
代
以
降
の
光
竜
寺
川
に
よ
っ
て
削
平
を
受
け

て
い
る
。
深
さ
は
最
深
部
で
約
二
ｍ
を
測
り
、
埋
土
は
粘
土
を
主
体
に
し
な
が

ら
も
、
河
川
の
影
響
を
受
け
た
砂
礫
の
地
積
が
部
分
的
に
認
め
ら
れ
る
。
遺
物

は
塔
婆
類
の
他
に
は
、
共
伴
し
た
付
札
状
木
製
品

一
点
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
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木
簡
の
釈
文
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れ
た
）
の
南
北
に
走
る
谷
筋
と

こ
れ
に
続
く
東
西
の
丘
陵
部
に

ま
た
が
っ
て
立
地
し
て
お
り
、

遺
跡
の
標
高
は
約

一
一
ｍ
を
測

る
。
調
査
地
は
、
堺
市
東
浅
呑

山
町
四
丁
に
所
在
す
る
新
日
本

製
鐵
株
式
会
社
の
花
田
社
宅
跡

地
に
あ
た
り
、
そ
の
敷
地
は
南

北
約
六
四
〇
ｍ
、
東
西
約
二
〇
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淵
状
遺
構
よ
り
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
木
製
塔
婆
は
、
板
塔
婆
三
点
と
笹
塔

婆
三
点
の
計
六
点
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
板
塔
婆

一
点
に
つ
い
て
は
、
本
来
文

字
の
存
在
し
な
い
下
端
部
の
み
の
断
片
で
あ
る
た
め
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

今
回
報
告
す
る
塔
婆
五
点
も
全
般
的
に
墨
書
の
遺
存
状
況
が
非
常
に
悪
く
、

墨
痕
の
盛
り
上
が
り
が
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
吹
田
市
立
博
物

館
の
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
を
借
用
し
釈
読
を
試
み
た
が
、
効
果
は
ほ
と
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ん
ど
な
か
っ
た
た
め
肉
眼
観
察
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ω
は
下
端
を
尖
ら
せ
た
長
脚
五
輪
塔
形
の
板
塔
婆
で
、
空

・
風
輪
部
は
欠
損

す
る
。
墨
痕
は
表
裏
両
面
に
認
め
ら
れ
、
表
面
は
梵
字
五
字
、
梵
宇
三
行
×
人

段
Ｈ
二
四
字
、
漢
字

一
三
字
と
そ
の
左
右
の
年
月
日
の
三
段
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
上
段
が
四
方
五
大
種
子
で
あ
る

「
∩
げ
し

０
し

Ｓ
Ｓ

と
、
中
段
が
随
求
小
呪
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仲【静
Ｊ
Ｓ
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す
“
【卜ヽ

主
台
“
ｒ
仲ユ
ｒ
日
・Ｂｒ
劇
。日
８
β
８
丁
望
群
己
、
下
段
が

「南
無
聖
霊
…
…
」
、
「文

明
七
年
七
月
十
四
日
」
で
あ
る
。
中
段
の
梵
字
の
読
み
方
は
、
右
上
端
か
ら
は
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じ
ま
っ
て
左
に
読
み
進
み
、
以
下
各
段
と
も
順
次
右
か
ら
左
に
読
ん
で
い
き
、

最
後
は
左
下
端
で
読
み
終
え
る
が
、
四
文
字
め
と
入
文
字
め
に
は
畳
句
記
号
を

用
い
、
最
後
は
文
末
記
号
で
読
み
終
わ
っ
て
い
る
。　
一
方
、
裏
面
に
は
や
は
り

四
方
五
大
種
子
の

「
（パ
ぎ
）
ρ
じ

（唱じ

奪
も

”」
と
金
剛
界
大
日
如
来
を

示
す
種
子

「く
“
・Ｂ」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②
は
五
輪
塔
形
の
笹
塔
婆
で
、
地
輪
部
の
下
半
が
欠
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は

表
面
の
み
で
全
て
梵
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
胎
蔵
界
大
日
真
言
で
あ
る

「パ
ぎ

・日
す
Ｏ
Ｅ
Ｓ
ま

ω」
は
明
確
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
下
に
は
五
大
明
王
の

一
つ
で
あ
る
降
三
世
明
王
の
種
子

「す
Ｆ
・日」
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
欠
損
の

た
め
内
容
は
判
然
と
し
な
い
。

０
は
五
輪
塔
形
の
笹
塔
婆
で
、
地
輪
部
の
下
位
が
欠
損
す
る
と
と
も
に
、
表

面
の
右
半
は
材
が
剣
落
し
て
い
る
。
墨
痕
は
表
面
の
み
に
存
在
す
る
が
、
水
輪

部
の

「く
と

以
外
は
ほ
と
ん
ど
読
み
取
れ
な
い
。

い
は
下
端
が
尖
る
五
輪
塔
形
の
笹
塔
婆
で
あ
る
。
地
輪
部
下
位
の
側
端
部
の

片
方
が
欠
損
す
る
も
の
の
、
上
下
端
と
も
生
き
て
い
る
。
上
端
か
ら
約

一
二
伽

下
方
と
下
端
か
ら
約
五
釦
上
方
の
ニ
カ
所
に
、
直
径
約
五
ｍｍ
の
釘
穴
が
存
在
す

る
こ
と
よ
り
本
来
の
使
用
状
態
が
推
定
で
き
る
。
墨
痕
は
表
裏
両
面
に
認
め
ら

れ
る
が
、
裏
面
は

一
字
の
み
で
、
「南
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
断
定
で
き
な
い
。

表
面
の
墨
痕
は
、
四
方
五
大
種
子
で
あ
る

「パ
Ｆ
”
ぎ

Ｓ
Ｓ

と

と

「南
無
妙

色
身
如
来
」
と
断
定
で
き
る
が
、
妙
色
身
如
来
は
宝
勝
如
来
、
甘
露
王
如
来
、

広
博
身
如
来
、
離
怖
畏
如
来
と
並
ぶ
施
餓
鬼
の
五
如
来
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
う
ち
の
宝
生

（勝
）
如
来
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
茨
木
市

・
溝
昨
遺
跡
の

中
世
水
路
出
土
の
笹
塔
婆
の
墨
書
に
見
ら
れ
る

（本
誌
未
報
生Ｚ
。

⑬
は
下
端
を
尖
ら
せ
た
五
輸
塔
形
の
板
塔
婆
の
地
輪
部
以
下
の
破
片
で
、
水

輸
部
以
上
は
欠
損
す
る
と
と
も
に
、
本
片
も
途
中
で
折
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は

表
面
の
み
に
存
在
す
る
が
、
そ
の
状
態
は
極
め
て
悪
く
、
幸
う
じ
て
左
下
端
の

「七
月
□
日
敬
白
」
が
読
め
る
程
度
で
あ
る
。

以
上
、
出
土
し
た
塔
婆
五
点
に
つ
い
て
個
別
に
そ
の
内
容
を
み
て
き
た
が
、

と
り
わ
け
い
は
文
明
七
年

（
一
四
七
五
）
の
紀
年
銘
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
い
に
見
え
る

「七
月
十
四
日
」
は
旧
暦
の
盆
中
で
あ
り
、
①
の

「聖

霊
」
（精
霊
）
の
文
言
や
、
い
の

「妙
色
身
如
来
」
の
仏
名
か
ら
も
、
こ
れ
ら

の
塔
婆
は
、
中
世
に
調
査
地
周
辺
に
所
在
し
た
寺
院
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た

「孟
蘭
盆
」
に
伴
う
施
餓
鬼
会
の
際
に
、
流
し
塔
婆
や

「流
水
灌
頂
」
の
六
道

塔
婆
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
釈
読
は
、
吹
田
市
教
育
委
員
会
の
西
本
安
秀
氏
の
ご
助
言
を
得
て
、
嶋

谷
和
彦
が
行
な
っ
た
。

９
　
関
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文
献

堺
市
教
育
委
員
会

「東
浅
香
山
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
Ⅳ
」
希
堺
市
文
化

財
調
査
概
要
報
告
』
七
人
　
一
九
九
八
年
）
（１
１
７
　
池
峯
龍
彦
、
８
・
９
　
嶋
谷
和
彦
）


